文書記号：CL-G02



2.　導入作業編
2.1. OS環境設定

2.1.1. 　対象マシン／作業予定時間

	項番
	対象マシン
	作業予定時間
	確認

	1
	業務クライアント
	15分
	□

	2
	業務クライアント（VT系）
	15分
	□


2.1.2. 　準備物

	項番
	種別
	名称
	確認

	1
	ドキュメント
	設定変動表
	□

	2
	ドキュメント
	パスワード一覧
	□


2.1.3. 　前提条件

	項番
	前提条件
	確認

	1
	「1.1.6 初期セットアップ」で設定したユーザでログオンしていること
	□

	2
	ネットワーク設定がされていること
	□


2.1.4. 　ドメイン参加

(1)　 「スタート」→「コンピューター」を右クリックし、「プロパティ」を選択します。
(2)　 「システム」画面が表示されますので、「コンピュータ名、ドメインおよびワークグループの設定」部分の「設定の変更」をクリックします。
(3)　 「システムのプロパティ」画面が表示されますので、「コンピュータ名」タブを選択し、「変更」をクリックします。
(4)　 「コンピュータ名/ドメイン名の変更」画面が表示されますので、「所属グループ」にて「ドメイン」を選択し、「ドメイン」に『設定変動表のドメイン名』を入力し「OK」をクリックします。
(5)　 「ネットワーク資格情報」画面が表示されますので、「ユーザ名」に「設定変動表のドメイン名(NetBIOS)\administrator」を、「パスワード」に「パスワード一覧のドメイン名(NetBIOS)\administratorのパスワード」を入力して、「OK」をクリックします。
(6)　 「『設定変動表のドメイン名』へようこそ」画面が表示されますので、「OK」をクリックします。
(7)　 「このコンピューターのプライマリ ドメイン DNS 名を･･･」画面が表示されましたら、「OK」をクリックします。
(8)　 「コンピュータ名の変更」画面に戻りますので、「閉じる」をクリックします。
(9)　 再起動を促すダイアログが表示されますので、「今すぐ再起動する」をクリックします。
　
2.1.5. FQDN設定
(1)　 マシン起動後、「ユーザ名」に「設定変動表のドメイン名(NetBIOS)\administrator」を、「パスワード」に「パスワード一覧のドメイン名(NetBIOS)\administratorのパスワード」を入力して、「OK」をクリックします。
(2)　 「スタート」→「コンピューター」を右クリックし、「プロパティ」を選択します。
(3)　 「システム」画面が表示されますので、「コンピュータ名、ドメインおよびワークグループの設定」部分の「設定の変更」をクリックします。
(4)　 「システムのプロパティ」画面が表示されますので、「コンピューター名」タブ内の「変更」をクリックします。
(5)　 「コンピューター名/ドメイン名の変更」画面が表示されますので、「詳細」をクリックします。

(6)　 「DNSサフィックスとNetBIOSコンピューター名」画面が表示されますので、「このコンピュータのプライマリDNSサフィックス」に表示されている文字列の先頭に「kaigo.」を追記し、「OK」をクリックします。
(7)　 「コンピュータ名の変更/ドメイン名の変更」画面に戻りましたら、「OK」をクリックします。
(8)　 「～コンピューターを再起動する必要があります」画面が表示されましたら、「ＯＫ」をクリックします。
(9)　 「システムのプロパティ」画面にて、「閉じる」をクリックし、再起動を促す画面が表示されましたら、「今すぐ再起動する」をクリックします。
(10)　 マシン起動後、ログイン画面にて、「ユーザ名」に「設定変動表のドメイン名(NetBIOS)\KG-UserAdmin」を、「パスワード」に「パスワード一覧のドメイン名(NetBIOS)\KG-UserAdminのパスワード」を入力して、「OK」をクリックします。
2.1.6. デスクトップのカスタマイズ

(1)　 デスクトップ上で右クリックし、「画面の解像度」を選択します。

(2)　 「画面の解像度」画面が表示されましたら、下記の項目が設定されていることを確認し、「OK」をクリックします。

	設定項目
	設定内容

	解像度
	1280 × 1024 ※


※対象機器のディスプレイがワイドの場合は、「1920×1080」に設定します。
(3)　 「ディスプレイ設定」画面が表示されますので、「変更を維持する」をクリックします。

(4)　 「画面の解像度」画面を閉じます。

2.1.7. MSGコマンド設定

(1) 「スタート」→「プログラムとファイルの検索」を選択し、『regedit』と入力後、キーボードのエンターキーを押下します。

(2) 「レジストリエディタ」画面が開きましたら、以下のレジストリを選択し、ダブルクリックします。

HKEY_LOCAL_MACHINE\SYSTEM\CurrentControlSet\Control\TerminalServer\AllowRemoteRPC


(3) 「DWORD値の編集」画面が開きましたら、「値のデータ」に『１』と入力し、「OK」をクリックします。

(4) 「AllowRemoteRPC」の「データ」が「0x00000001」に変更されていることを確認します。

	確認項目
	確認

	「AllowRemoteRPC」の「データ」が「0x00000001」に変更されていること
	□


(5) 「レジストリエディター」画面にて、「ファイル」→「レジストリエディターの終了」をクリックします。

2.1.8. スタートメニューのカスタマイズ
(1) 「スタート」を右クリックし、メニューより「プロパティ」を選択します。

(2) 「タスクバーと[スタート]メニューのプロパティ」画面が表示されますので、[スタート]メニュータブを選択し、「カスタマイズ」をクリックします。

(3) 「[スタート]メニューのカスタマイズ」画面が表示されますので、「新しくインストールされたプログラムを強調表示する」のチェックを外し、「OK」をクリックします。
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(4) 「タスクバーと[スタート]メニューのプロパティ」画面に戻りますので、「OK」をクリックします。

2.1.9. エクスプローラの設定

(1) 「スタート」を右クリックし、メニューより「エクスプローラを開く」を選択します。

(2) 「ライブラリ」画面が表示されましたら、キーボードの「Altキー」を押下します。

(3) メニューバーが表示されましたら、「ツール」→「フォルダーオプション」をクリックします。

(4) 「フォルダーオプション」画面が表示されましたら、「表示」タブを選択し、詳細設定の項目の内容を、下表のとおり設定し「適用」をクリックします。

	項番
	設定項目
	設定内容
	確認

	1
	隠しファイル、隠しフォルダー、及び隠しドライブを表示する
	ラジオボタン　ON
	□

	2
	登録されている拡張子は表示しない
	チェック　OFF
	□

	3
	保護されたオペレーティングシステムファイルを表示しない(推奨)

チェックを外す際警告メッセージが表示されますが、「はい」をクリックします。
	チェック　OFF
	□


(5) 「フォルダーオプション」画面の[フォルダーの表示]にて、「フォルダーに適用」をクリックします。
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(6) 「フォルダーの表示」画面が表示されますので、「はい」をクリックします。

(7) 「フォルダーオプション」画面に戻りますので、「OK」をクリックします。

(8) 「ライブラリ」画面が表示されますので、右上の×をクリックします。

(9) デスクトップにて、以下のファイルが２つ薄く表示されていることを確認します。

	項番
	ファイル名
	確認

	1
	desktop.ini
	□
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2.1.10. デスクトップアイコンの追加

(1) 「スタート」を開き、検索欄に『デスクトップ　アイコン』と入力します。

(2) 「コントロールパネル」の「デスクトップのアイコンの表示または非表示」を選択します。
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(3) 「デスクトップアイコンの設定」画面が表示されますので、「デスクトップアイコン」の「コンピューター」と「ネットワーク」にチェックを入れ、「OK」をクリックします。
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(4) デスクトップに「コンピュータ」、「ネットワーク」のアイコンが存在することを確認します。

	項番
	アイコン名
	確認

	1
	コンピュータ
	□

	2
	ネットワーク
	□


2.1.11. WindowsUpdateの実行
　　
SCCM利用開始により、WindowsUpdateの実行手順を削除しました。
なお、クライアントへのSCCM導入は自動的に実施され、最新のセキュリティパッチについてもSCCMによって自動的に適用されます。

（空白ページ）
　　
　　（空白ページ）
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